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令
和
7
年
７
月
１
日
は
、
１
０
２
回
目
の
市
制
記

念
日
で
す
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
沼
津
市
で
は
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
沼
津
の
豊
か
な
自
然
と
沼
津

に
住
む
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
健
や
か
に
育
っ
て
き

ま
し
た
。

　
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
社
会
構
造
の
変

化
の
な
か
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
顕

在
化
し
て
お
り
、
沼
津
市
内
で
も
自
治
会
活
動
の
縮

小
や
子
ど
も
会
の
休
止
・
廃
止
な
ど
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
学
校
で
も
な
い
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
社
会
性
や
協
調
性
、

自
立
心
を
育
む
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

絆
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
に
発
足
し
た
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
こ

ど
も
・
若
者
全
員
が
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、【
こ
ど
も
・
若
者
の
声

を
聴
き
、
こ
ど
も
・
若
者
の
視
点
に
立
っ
た
居
場
所

づ
く
り
】
が
全
国
で
広
ま
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
と
い
わ
れ
る
こ
の
取

組
が
広
が
る
前
か
ら
、
市
内
で
は
家
庭
や
学
校
以
外

の
場
で
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ほ
っ
と
で
き
る
雰
囲
気
の

な
か
で
、
ご
は
ん
や
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
自
由
に
の
び
の
び
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
場
所
、
す
な
わ
ち「
子
ど
も
の
居
場
所
」が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
数
は
令
和
７
年
３
月
時
点
で
20
カ
所
を
超
え

て
お
り（
※
）、
お
寺
や
地
区
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

飲
食
店
な
ど
、
多
様
な
場
所
が
子
ど
も
の
居
場
所
と

し
て
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
、
遊
び
や
体
験
の
提
供
、

多
世
代
の
交
流
な
ど
活
動
内
容
も
様
々
で
、
対
象
も

地
元
の
人
た
ち
か
ら
誰
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
と
い
う
場
※沼津市が後援をしている子どもの居場所の数

所
ま
で
。
沼
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
、
市
内
の
子
ど
も
の
居

場
所
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の

居
場
所
に
興
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
多
様
な
子
ど
も
の

居
場
所
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
沼
津
の
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
く
よ
う
、
市
内
で
活
動
す

る「
子
ど
も
の
居
場
所
」の
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　
こ
ど
も
未
来
創
造
課（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）
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週に複数回のところもあれば、月に数回、夏
休みなどの長期休みに合わせて開かれている
場所など、運営主体のコンセプトや実情に合
わせて開催されています。

　子どもが集まる場所、という意味合いだけでな
く、心のよりどころであったり、子どもが「自分
はここに居てもいいんだ」と自然に思える場所こ
そが子どもの居場所です。
　大人の場合は家庭でも職場でもない、サークル、
クラブなどのサード・プレイスに出向くことによ
って自ら積極的にコミュニティに属することがで
きますが、子どもたちにとっては新しい居場所を
見つけることは容易ではありません。
　生活困窮世帯の子どもたちや、自宅に居場所が
ない、学校に居づらいといった想いを抱えた子ど
もにとっては食料支援や学習支援などを受けられ
る場所としての側面を持っている場合もあります。
【こども・若者本人にとって居心地が良いと思え
る】場所であれば、どんな場所・時間・人との関
係性であっても居場所となり得ます。

会場によって、地域の子どもに限定している
ところもあれば家族も含めて参加できるとこ
ろ、誰でもＯＫというところまで様々です。

ＮＰＯ法人、社会福祉法人、任意団体、業種
を問わない民間企業、地域のボランティアな
どいろんな団体や個人が運営しています。
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